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Center for Naval Analyses 
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前回理事会議事録の承認

臨時総会開催について

a. 定款の一部変更について

b. 会誌刊行に関する変更について

C. その他

細則の一部変更について

評議員会開催について

入退会について

秋季大会について

研究普及委員会報告

新会誌について

支部長会議について

その他
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庶務幹事会

研究普及委員会・幹事会

6. 

9.27(7) 編集委員会

第日理事会
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(氏名)11. 6( 12) 

機関誌論文誌名称の件

「オベレーションズ・リサーチJ 広告取扱

10. 

臨時理事会

議題 1. 

2. 

いについて

3. NOCの解散の件

4. OR国際会議収支について

評議委員会 9. 30( 12) 

10.23(4) 

10.27(2) 

IFORS 経理委員会

IAOR 委員会
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井辻英雄

村上辰男

-退会
(正会員)

宇田川和利

佐藤

森 寿五郎

今泉吉春

後藤将夫

津曲 l直射

(質助会員)

大阪大学

大阪大学

帝都高速度営団

日本電気(株)

関西電力(株)

神戸市立工業高等専門学校

新日本製鉄(株)

東京大学

6 名

日本アイ・ピー・エム(株) 福岡営業所

1 社

ご協力ください

アブス卜ラクターへのお続い

44ーのベージの文献紹介欄は多数の抄録者のご尽力に

よってはじめて運営可能なベージです.さしあたり約60

名のメンパーで発足し主したが，担当雑誌によっては抄

録者の負担が相当大きいものもあります.疲れないうち

に，たとえば半年か l 年のうちに， 11憤にパトン・タッチ

しであIfなくてはと考えてい主すので，どうかご協力く

ださるようお願L 、 L 、たします.

この雑誌なら担当して抄録を作れる，というお申し出

を編集長または担当者までお寄せください.

国際ニュース

IIASA (50ページの Raiffa 氏の講演記録をご参照く

ださい)からの出版物は同日本委員会(事務局:情報処

理研究センター (~105 東京都港区浜松町 2-4-1 世界

他学会ニュース 貿易センターピ川階電話(凹)初-6511J 内 IIASA
係)で閲覧できるようになっていますので必要な方はお

第20回制御理論部会(計測自動制御学会) 問合せください.

OR と制御理論の境界領域 これとは別に，森口会長を通じ当学会にもその若干が

計潰IJ 自動制御学会の第20間制御理論部会は 11 月 7 日東 送られてきています.編集委員会では，適当な形でご紛

京において rOR と制御理論の境界領域」をテーマに， 介することも考えております.

大阪大学工学部田村坦之氏，東工大工学部古田勝久氏の

2 つの講演を行なった 編集委員会の構成
田村氏は，最適化アノレゴリズムの観点から，古田氏は

フィードパック理論の見地から接近した.ここでは田村 下記の担当を設けておりますので，適宜ご連絡くださ

氏の講演を紹介する. い.

ORは多変数問題を，制御は動的問題を得意とするが， 論文誌 渡辺浩(筑波大・社工系) 梅沢豊(東大・経)

多変数の動的モデルを扱うときに， ORのKuhn-Tucker 特集 江藤肇(目立・システム開発研究所)

条件を用いて制御の最大原理を証明してアルゴリズムを 解説高森寛(青山学院大・経)

考える.多変数 ARMA (Auto Regressive Moving フォーラム 江副カ(電々公社・経営調査室)

Averagel モデノレの離散型最適制御問題を例にとって説 文献岸尚(防衛大・応物) 森雅夫(茨城大・工)

明された.また l司じ例について，制御におけるハミルト ニュース 江藤肇(日立)，高橋誠(電力中研)

ニアンや随伴変数が，数理計画や経済学におけるコスト 広告小島光造(エマーズ)

関数やラグランジ乗数(限界費用)と同様に解釈できるこ 総括森村英典(東工大. :B!l) 

とを示した.
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惨投稿歓迎‘ 新企画のいろいろ

編集委員会では， t~r さまのご;意見をお聞きしながら，

多くの方に喜んでいただける誌面づくりを心がけており

ますので，どしどしアイデアをお教えください.

現在，編集委員会で考えている投稿の欄には次のよう

なものがありますので，ぜひお気軽に投稿してくださ

い.そして，会員相互の啓発，情報の交換，ひいてはわ

が国ORの発展のための場として育ててくださるようご

協力ください.

〔事例ショート・ショート〕 皆さまの手がけた事例をご

く簡単に紹介するベージです. rOR事典J の事例編を

見られれば，表題を含めてわずか 18行という短い笠間に

圧縮された内容で、も，結構Mをやったかということはわ

かることに気がつかれると思います.と同時に，秘密の

ことは伏せていただいたとしてもあまり気にならないと

思われます.もちろん，社名や執筆者を匿名にしていた

だし、ても結構です. (この場合は l 年分まとめて，投稿

者のお名前を記載させていただく予定です)目的は，い

ろいろなところで，いろいろなことがやられていること

を知らせ， OR活動の雰囲気づくりに役立たせることで

すので，大小にかかわらず，特に脱数学の事例や既成の

手法によらない事例も，ふるって公開してくださること

を希望します.

分量は 25字 x 20-100 行くらい.必要があれば図や表

を付しでも構いませんが，なるべく簡単なものがよろし

い.事例の目標，解析の方法(または経過)，結論と実施

編集後記 Vこの雑誌の編集に携わることになったと

き， K 1氏が 1 冊の本を貸してくださった.外山滋比古著

「エディターシップJ

マ編集の心得を勉強せよ，ということかと思いながら，

一読して驚いた.その中から，引用を 1 つ.

Trエディターシップ不在に近い学術書がしばしば非創

後の反省などの 3 部にわけるつもりでご執筆ください.

〔アイデア・パンク〕 よく， rQ&AJ という欄のある

雑誌があります.読者が誰かに質問したい r Q J を投書

すると，適当な人が r AJ を答える形式のものです.こ

の形式をもっと幅広くし答える{則も投稿によろうとい

うわけです. rQJ を出したし、方は，広く会員読者にチ

エを借りるつもりで投稿してください.もちろん，大

小，難易を問L、ません.それを見て「こんな考え方がで

きるのでは ・・」と思った方も投稿してください.面白

い話に発展するようでしたら，編集委員会て、は改めてご

執筆依頼をするつもりですし，場合によっては，読者の

人気投票でアイデア賞を決める，といった趣向も考えら

れましょう.

rQ J も「 ρJ も同一人が書かれる投稿があってもよ

いでしょう.これは「アイデア登録J といった類のもの

となるわけですが， こうして会員・読者のアイデア・パン

クを育てていくのも夢の多い仕事ではないでしょうか.

〔木間々勇造〕 日科技連時代の本誌には rOR "7ンの抵

抗」というコラムがあってかなり評判のよいものでし

た.この欄の執筆者のベンネームをお借りして，学会活

動やOR界全般について，気ままに発言していただく欄

をつくろうかと考えております.

この他， 36ページと 53ベージに掲載したように，総合

報告や明日への数字といった欄も投稿を主体と考えてお

りますし，特集記事に対する具体的な議論などもフォー

ラム欄で取り扱うつもりですから，積極的なご協力を心

からお待ちしております.

造的で生硬難解なものになるのは放なしとしない.これ

は近代日本の学聞が不毛であった原因のひとつであるか

もしれないJ

V第 1 号の原稿を集めたとき，害j付を引き受けてくださ

ったK2氏がふっと言った. r外山さんの“エディターシ

ップ"お読みになりましたか(H)
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